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会
社
分
割
の
法
制
に
つ
い
て
小
関
　
健
　
二
七六五四三二一
は
じ
め
に
両
私
案
の
相
違
会
社
分
割
の
意
義
株
式
の
割
当
と
減
資
会
社
分
割
の
運
営
分
割
合
併
の
麟
度
創
立
総
会
と
設
立
委
員
は
じ
め
に
　
筆
者
は
さ
き
に
、
更
生
計
画
に
ょ
る
会
社
分
割
の
事
例
を
あ
げ
て
、
更
生
会
社
が
会
社
分
割
の
方
法
に
よ
っ
て
再
建
に
成
功
し
た
実
例
を
紹
介
し
た
が
（
商
事
法
務
研
究
五
六
三
号
）
、
通
常
の
会
社
に
お
い
て
も
、
会
社
分
割
の
必
要
な
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
現
行
法
上
会
社
分
割
の
規
定
が
な
い
の
で
、
ω
現
物
出
資
　
⑧
財
産
引
受
　
③
事
後
設
立
　
等
の
方
法
に
よ
っ
　
　
　
会
社
分
割
の
法
制
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
　
　
東
　
洋
　
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
て
、
営
業
譲
渡
又
は
資
産
譲
渡
を
な
し
．
実
質
上
そ
の
目
的
を
達
し
て
い
る
（
そ
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
武
田
昌
輔
著
「
会
社
分
割
の
法
人
税
務
」
壬
二
五
、
二
三
六
頁
参
照
。
株
式
会
社
日
立
製
作
所
が
日
立
金
属
工
業
株
式
会
社
お
よ
び
日
立
電
線
株
式
会
社
を
分
割
設
立
し
た
手
続
等
の
詳
細
は
商
事
法
務
研
究
四
八
一
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
）
。
　
し
か
し
な
が
ら
．
こ
の
よ
う
に
会
社
分
割
を
正
面
か
ら
認
め
た
法
制
が
な
い
た
め
（
例
外
は
会
社
更
生
法
二
二
六
条
）
．
そ
の
実
行
手
続
上
の
不
便
や
税
制
上
の
措
置
の
不
均
衡
が
生
じ
て
お
り
．
資
本
取
引
の
自
由
化
に
伴
う
産
業
の
再
編
成
を
促
進
す
る
た
め
．
そ
の
法
制
化
の
早
期
実
現
が
望
ま
れ
て
い
る
．
そ
こ
で
．
既
に
発
表
き
れ
て
い
る
商
法
改
正
研
究
会
の
商
法
改
正
要
綱
私
案
（
商
事
法
務
研
究
五
〇
一
号
．
以
下
単
に
研
究
会
案
と
い
う
、
）
お
よ
び
吉
照
昂
弁
護
士
の
吉
田
私
案
（
商
事
法
務
研
究
五
三
六
号
．
以
下
単
に
吉
田
案
と
い
う
）
に
関
し
て
．
い
き
さ
か
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
、
な
お
．
以
下
の
記
述
の
参
照
の
た
め
．
次
に
両
私
案
を
対
照
し
て
転
載
す
る
．
　
　
研
究
会
案
一
　
（
分
割
計
画
書
．
分
割
合
併
契
約
書
の
承
認
）
　
会
社
が
分
割
又
は
分
割
合
併
を
す
る
に
は
．
分
割
計
画
書
又
は
分
割
合
併
契
約
書
を
作
成
し
．
株
主
総
会
の
特
別
決
議
に
よ
る
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
（
現
行
第
四
〇
八
条
参
照
）
　
　
吉
田
案
一
　
会
社
が
分
割
を
す
る
に
は
．
分
割
計
画
書
を
作
成
し
．
株
主
総
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
商
法
圏
○
八
条
二
項
三
項
の
規
定
は
．
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
Q
　
分
割
を
す
る
会
社
の
定
款
に
．
株
式
の
譲
渡
に
つ
き
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
が
な
い
場
合
に
．
分
割
に
際
し
、
新
設
会
社
又
は
分
割
後
の
会
社
の
定
款
に
．
そ
の
定
を
す
る
と
二
　
（
分
割
計
画
書
の
記
載
事
項
）
　
1
　
分
割
に
よ
っ
て
新
会
　
社
を
設
立
す
る
場
合
に
は
、
分
割
計
画
書
に
、
次
の
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
（
現
行
第
四
一
〇
条
、
会
社
更
生
法
第
二
二
六
条
参
照
）
　
　
e
　
新
設
会
社
の
商
号
、
目
的
、
本
店
の
所
在
地
及
び
公
告
　
　
　
の
方
法
　
　
口
　
新
設
会
社
が
発
行
す
る
株
式
の
総
数
　
　
日
新
設
会
社
が
額
面
株
式
を
発
行
す
る
と
き
は
一
株
の
金
　
　
　
額
　
　
四
　
新
設
会
社
が
分
割
に
際
し
て
発
行
す
る
株
式
の
総
数
、
　
　
　
額
面
無
額
面
の
別
、
種
類
並
び
に
会
社
の
株
主
に
対
す
る
　
　
　
新
設
会
社
の
株
式
の
割
当
に
関
す
る
事
項
　
　
㈲
　
そ
の
他
新
設
会
社
の
定
款
に
記
載
す
べ
き
事
項
　
　
㈹
　
新
設
会
社
の
資
本
の
額
及
び
準
備
金
に
関
す
る
事
項
　
　
　
会
社
分
割
の
法
制
に
つ
い
て
き
は
、
第
一
項
の
決
議
は
、
第
三
四
八
条
一
項
の
規
定
に
よ
ら
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
四
〇
八
条
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
二
　
分
割
計
画
書
に
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
　
い
。⑨
　
新
設
会
社
に
つ
き
一
六
六
条
一
項
一
号
か
ら
四
号
ま
で
に
　
　
掲
げ
る
事
項
、
数
種
の
株
式
を
発
行
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
　
　
種
類
及
び
数
、
株
式
の
譲
渡
に
つ
き
取
締
役
会
の
承
認
を
要
　
　
す
る
旨
を
定
め
る
と
き
は
、
そ
の
規
定
並
び
に
本
店
の
所
在
　
　
地
口
　
新
設
会
社
が
分
割
に
際
し
、
発
行
す
各
株
式
の
総
数
、
額
　
　
面
無
額
面
の
別
、
種
類
、
数
、
並
び
に
存
続
会
社
の
株
主
に
　
　
対
し
、
新
設
会
社
の
株
式
を
割
り
当
て
る
と
き
は
、
そ
の
割
　
　
当
に
関
す
る
事
項
　
日
　
新
設
会
社
の
資
本
の
額
及
び
準
備
金
に
関
す
る
事
項
　
㈹
　
分
割
に
よ
っ
て
新
会
社
に
移
転
す
べ
き
財
産
及
び
そ
の
価
　
　
格
並
び
に
移
転
し
な
い
財
産
及
び
そ
の
価
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
　
　
東
　
洋
　
法
　
学
　
　
㈲
　
分
割
に
よ
っ
て
新
設
会
社
に
移
転
す
べ
き
財
産
及
び
そ
　
　
　
の
価
格
　
　
㈹
　
分
割
に
よ
っ
て
連
帯
債
務
を
負
う
場
合
の
負
担
部
分
　
露
　
分
割
後
会
社
が
存
続
す
る
場
合
に
は
．
存
続
す
る
会
社
に
　
　
つ
熱
．
分
割
計
画
書
に
次
の
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
　
　
な
い
．
　
　
9
　
減
少
す
べ
き
資
本
及
び
準
備
金
の
額
　
　
口
　
資
本
減
少
の
方
法
　
　
日
　
分
割
後
の
発
行
済
株
式
総
数
　
　
鱒
　
会
社
の
発
行
す
る
株
式
の
総
数
を
減
少
す
る
と
き
は
．
　
　
　
そ
の
減
少
す
べ
き
株
式
の
総
数
、
種
類
及
び
数
　
　
㈲
　
そ
の
他
定
款
変
更
を
生
ず
る
事
項
三
　
（
分
割
合
併
契
約
書
の
記
載
事
項
）
　
1
　
甲
会
社
の
一
部
　
　
が
乙
会
社
と
分
割
合
併
し
．
乙
会
社
が
存
続
す
る
場
合
に
　
　
は
．
分
割
合
併
契
約
書
に
次
の
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
　
　
ら
な
い
。
　
（
現
行
四
〇
九
条
参
照
）
　
　
e
　
乙
会
社
が
分
割
合
併
に
よ
り
そ
の
発
行
す
る
株
式
の
総
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
㈲
　
分
割
前
の
会
社
の
債
務
に
つ
き
．
分
割
後
の
各
会
社
が
連
　
帯
し
て
責
任
を
負
担
す
る
場
合
に
は
．
そ
の
旨
及
び
各
会
社
　
の
負
担
部
分
因
　
存
続
会
社
の
資
本
を
減
少
す
る
場
合
に
は
．
そ
の
資
本
の
　
額
及
び
資
本
減
少
の
方
法
㈹
　
存
続
会
社
の
分
割
後
の
発
行
済
株
式
総
数
内
　
各
会
社
の
株
主
に
対
し
支
払
を
な
す
べ
き
金
額
を
定
め
る
　
と
蓉
は
穐
そ
の
旨
三
　
会
社
が
分
割
を
す
る
場
合
に
は
、
一
の
総
会
に
お
い
て
設
立
委
員
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
設
立
委
員
は
．
三
名
以
上
と
し
．
新
設
会
社
の
定
款
の
作
成
　
そ
の
他
設
立
に
関
す
る
行
為
を
な
す
権
利
義
務
を
有
す
る
。
　
数
を
増
加
す
る
と
き
は
そ
の
磐
加
す
べ
き
株
式
の
総
数
、
　
種
類
及
び
数
⇔
乙
会
社
が
分
割
合
併
に
際
し
て
発
行
す
る
新
株
の
総
　
　
数
、
額
面
無
額
面
の
別
、
種
類
及
び
数
並
び
に
甲
会
社
の
　
　
株
主
に
対
す
る
乙
会
社
の
株
式
の
割
当
に
関
す
る
事
項
日
　
乙
会
社
の
増
加
す
べ
き
資
本
の
額
及
び
準
備
金
に
関
す
　
　
る
事
項
四
　
甲
会
社
の
株
主
に
支
払
を
な
す
べ
き
金
額
を
定
め
た
と
　
　
き
は
そ
の
規
定
㈲
　
各
会
社
に
お
い
て
一
の
決
議
を
な
す
べ
き
株
主
総
会
の
　
　
期
日
㈹
　
分
割
合
併
を
な
す
べ
き
時
期
を
定
め
た
と
き
は
そ
の
規
　
　
定
㈹
　
二
の
ユ
ひ
9
に
掲
げ
る
事
項
2
　
甲
会
社
の
一
部
が
乙
会
社
又
は
乙
会
社
の
一
部
と
分
割
合
　
併
し
、
新
会
社
を
設
立
す
る
場
合
に
は
、
分
割
合
併
契
約
書
　
に
次
の
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
会
社
分
割
の
法
制
に
つ
い
て
九
九
　
　
　
東
　
洋
法
　
学
　
e
　
二
の
王
e
乃
至
日
及
び
国
㈹
に
掲
げ
る
事
項
　
口
　
新
設
会
社
が
分
割
合
併
に
際
し
て
発
行
す
る
株
式
の
総
　
　
数
．
額
面
無
額
面
の
別
．
種
類
及
び
数
並
び
に
各
会
社
の
　
　
株
主
に
対
す
る
株
式
の
割
当
に
関
す
る
事
項
　
の
　
各
会
社
か
ら
新
設
会
社
に
移
転
す
べ
き
財
産
及
び
そ
の
　
　
　
価
格
　
　
四
　
各
会
社
の
株
主
に
支
払
を
な
す
べ
き
金
額
を
定
め
た
と
　
　
　
き
は
そ
の
規
定
　
　
㈲
　
前
項
樋
乃
至
㈲
に
掲
げ
る
規
定
　
3
　
前
2
項
の
場
合
に
お
い
て
各
会
社
の
分
割
合
併
し
な
い
部
　
　
分
に
つ
い
て
は
二
の
ー
ま
た
は
2
を
準
用
す
る
。
四
　
（
貸
借
対
照
表
の
作
成
、
備
置
。
公
示
）
　
（
現
行
第
四
〇
八
　
条
ノ
ニ
参
照
）
　
1
　
会
社
は
分
割
す
る
部
分
ご
と
に
貸
借
対
　
　
照
表
を
作
成
し
、
一
の
株
主
総
会
の
会
β
の
二
週
間
前
よ
り
　
　
本
店
に
備
置
く
こ
と
を
要
す
る
。
　
2
　
分
割
合
併
の
場
合
に
は
前
項
の
貸
借
対
照
表
の
ほ
か
、
相
　
　
手
方
会
社
の
貸
借
対
照
表
を
備
置
く
こ
と
を
要
す
る
。
一
〇
〇
四
第
一
〇
〇
条
及
び
第
三
七
六
条
の
規
定
は
．
分
割
の
場
合
に
　
準
用
す
る
。
た
だ
し
・
分
割
前
の
会
社
の
債
務
を
分
割
後
の
会
　
社
が
連
帯
し
て
弁
済
の
責
任
を
負
う
旨
を
定
め
た
場
合
に
は
．
　
こ
の
限
り
で
な
い
。
　
3
　
株
主
及
び
会
社
の
債
権
者
は
、
営
業
時
間
内
何
時
で
も
前
　
　
2
項
の
貸
借
対
照
表
の
閲
覧
を
求
め
、
ま
た
は
会
社
の
定
め
　
　
た
費
用
を
支
払
っ
て
そ
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
の
交
付
を
求
　
　
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
五
　
（
反
対
株
主
の
株
式
買
取
請
求
権
）
　
（
現
行
第
四
〇
八
条
ノ
　
三
参
照
）
　
1
　
一
の
株
主
総
会
に
先
立
ち
、
会
社
に
対
し
　
　
書
面
を
も
っ
て
分
割
又
は
分
割
合
併
に
反
対
の
意
思
を
通
知
　
　
し
、
か
つ
総
会
に
お
い
て
分
割
計
画
書
又
は
分
割
合
併
契
約
　
　
書
の
承
認
に
反
対
し
た
株
主
は
、
会
社
に
対
し
自
己
の
有
す
　
　
る
株
式
を
、
承
認
の
決
議
が
な
け
れ
ば
そ
れ
が
有
す
る
は
ず
　
　
で
あ
っ
た
公
正
な
価
格
を
も
っ
て
買
取
る
べ
き
旨
を
請
求
す
　
　
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
2
　
第
二
四
五
条
ノ
三
及
び
第
二
四
五
条
ノ
四
の
規
定
は
こ
れ
　
　
を
準
用
す
る
。
六
　
（
債
権
者
の
保
護
）
　
1
　
分
割
ま
た
は
分
割
合
併
後
の
存
　
　
続
会
社
及
び
新
設
会
社
は
、
分
割
前
の
会
社
の
債
務
に
つ
き
　
　
連
帯
し
て
弁
済
の
責
に
任
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
　
　
　
会
社
分
割
の
法
制
に
つ
い
て
五
　
存
続
会
社
が
分
割
に
際
し
、
資
本
を
減
少
す
る
場
合
に
お
い
　
て
は
、
そ
の
株
主
に
対
し
新
設
会
社
の
株
式
を
交
付
し
、
存
続
　
会
社
の
株
式
を
消
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
第
三
七
七
条
か
ら
三
七
九
条
ま
で
の
規
定
は
、
会
社
分
割
に
　
よ
る
株
式
の
併
合
に
準
用
す
る
。
六
　
第
二
四
五
条
ノ
ニ
か
ら
二
四
五
条
ノ
四
ま
で
の
規
定
は
、
　
割
の
場
合
に
準
用
す
る
。
一
〇
一
分
　
　
　
東
　
洋
　
法
　
学
　
　
各
債
権
者
と
別
段
の
約
定
を
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
　
2
　
会
社
の
債
権
者
の
異
議
に
つ
い
て
は
、
第
一
〇
〇
条
を
準
　
　
用
す
る
。
　
3
　
社
債
権
者
の
異
議
に
つ
い
て
は
．
第
三
七
六
条
第
三
項
を
　
　
準
用
す
る
。
七
　
（
株
券
提
供
手
続
）
　
　
分
割
又
は
分
割
合
併
に
よ
る
株
式
併
合
の
場
合
に
は
．
第
三
　
七
七
条
乃
至
第
三
七
九
条
を
準
用
す
る
。
　
　
は
．
貸
借
対
照
表
の
資
産
の
部
に
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
　
　
る
。
こ
の
場
合
に
は
．
そ
の
取
得
価
額
を
附
し
．
そ
の
取
得
　
　
後
五
年
内
に
毎
決
算
期
に
均
等
額
以
上
の
償
却
を
し
な
け
れ
　
　
ば
な
ら
な
い
。
　
（
現
行
第
二
八
五
条
ノ
七
参
照
）
　
2
　
分
割
若
し
く
は
分
割
合
併
の
新
設
会
社
又
は
分
割
合
併
の
八
　
（
分
割
お
よ
び
分
割
合
併
に
関
す
る
計
算
）
　
工
　
分
割
ま
た
は
分
割
合
併
に
よ
り
暖
簾
を
取
得
し
た
場
合
に
一
〇
二
七
　
新
設
会
社
は
分
割
前
の
会
社
の
権
利
義
務
を
分
割
計
画
書
の
　
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
承
継
す
る
．
　
　
前
項
の
権
利
の
う
ち
債
権
に
つ
い
て
は
．
旧
会
社
に
対
し
て
　
な
し
た
弁
済
は
．
弁
済
者
が
善
意
に
し
て
．
か
つ
．
重
大
な
る
　
過
失
が
な
か
っ
た
と
き
に
限
り
．
そ
の
効
力
を
有
す
る
．
八
　
第
二
八
五
条
ノ
七
の
規
定
を
改
正
し
．
分
割
に
よ
り
取
得
し
　
た
の
れ
ん
に
つ
い
て
も
．
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
　
る
。
　
　
存
続
会
社
に
分
割
又
は
分
割
合
併
に
よ
り
生
じ
た
差
益
は
、
　
　
資
本
準
備
金
と
し
て
積
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
　
　
し
、
こ
の
差
益
中
分
割
き
れ
た
会
社
の
利
益
準
備
金
そ
の
他
　
　
留
保
利
益
金
そ
の
他
留
保
利
益
の
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
　
　
資
本
準
備
金
と
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
　
　
そ
の
利
益
準
備
金
に
相
当
す
る
金
額
は
、
新
設
会
社
ま
た
は
　
　
存
続
会
社
の
利
益
準
備
金
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
（
現
　
　
行
第
二
八
八
条
ノ
ニ
参
照
）
　
　
主
総
会
は
そ
の
創
立
総
会
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
る
。
　
　
五
六
条
第
三
項
第
四
項
及
び
第
四
一
三
条
を
準
用
す
る
。
　
　
分
割
若
し
く
は
分
割
合
併
の
新
設
会
社
又
は
分
割
合
併
の
存
　
　
　
会
社
分
割
の
法
制
に
つ
い
て
　
1
　
分
割
に
よ
っ
て
新
会
社
を
設
立
す
る
場
合
に
は
、
一
の
株
九
　
（
創
立
総
会
、
報
告
総
会
、
設
立
委
員
）
　
2
　
三
の
ー
の
乙
会
社
に
つ
い
て
は
、
第
四
二
一
条
を
準
用
す
　
3
分
割
合
併
に
よ
っ
て
新
会
社
を
設
立
す
る
場
合
に
は
、
第
一
〇
　
　
（
分
割
の
効
力
）
九
第
二
八
八
条
ノ
ニ
の
規
定
を
改
正
し
、
分
割
差
益
に
つ
き
、
　
同
条
一
項
五
号
、
二
項
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。
一
〇
　
四
一
四
条
の
規
定
は
、
分
割
に
よ
る
変
更
の
登
記
及
び
分
割
に
よ
る
設
立
の
登
記
に
準
用
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
　
　
東
洋
法
学
続
会
社
は
．
分
割
さ
れ
た
会
社
の
権
利
義
務
を
分
割
計
画
書
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
承
継
す
る
。
　
（
現
行
一
〇
三
条
参
照
）
二
　
　
（
分
割
及
び
分
割
含
併
無
効
の
訴
）
　
合
併
無
効
の
訴
に
準
じ
た
規
定
を
置
く
。
一
〇
四
コ
　
　
四
一
五
条
の
規
定
は
．
分
割
無
効
の
訴
に
準
用
す
る
。
二
　
両
私
案
の
相
違
　
吉
田
氏
は
．
普
通
い
わ
れ
る
会
社
分
割
は
．
企
業
分
割
の
こ
と
で
あ
り
．
現
行
法
上
の
営
業
譲
渡
の
方
法
に
よ
り
十
分
そ
の
欝
的
が
達
せ
ら
れ
．
税
法
上
の
不
都
合
は
、
税
法
上
の
取
扱
を
変
更
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
．
そ
の
た
め
に
商
法
を
改
正
す
る
必
要
は
な
い
と
き
れ
つ
つ
．
存
続
会
社
の
資
本
減
少
と
新
設
会
社
の
株
式
を
存
続
会
社
の
株
主
に
分
配
す
る
問
題
等
か
ら
．
立
法
上
解
決
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
き
れ
．
吉
田
案
を
作
成
さ
れ
た
。
　
研
究
会
案
は
．
合
併
に
関
す
る
現
行
法
と
会
社
更
生
法
の
新
設
会
社
設
立
に
関
す
る
規
定
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
．
現
行
法
の
改
正
と
し
て
．
会
社
分
割
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
以
上
．
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
吉
田
案
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
氏
自
身
意
見
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
（
商
事
法
務
研
究
五
三
六
号
三
頁
）
．
そ
の
う
ち
主
要
な
点
に
つ
い
て
．
更
に
私
見
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。　
の
　
吉
田
氏
は
．
研
究
会
案
の
分
割
合
併
の
制
度
は
、
営
業
の
一
部
を
現
物
出
資
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
現
行
法
で
足
り
、
そ
の
制
度
を
認
め
る
必
要
が
な
い
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
見
方
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
分
割
に
よ
る
新
会
社
設
立
も
．
同
じ
く
営
業
の
一
部
の
現
物
出
資
で
あ
り
、
こ
の
両
者
の
違
い
は
、
新
株
発
行
時
の
現
物
出
資
か
、
会
社
設
立
時
の
現
物
出
資
か
の
違
い
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
こ
れ
を
理
由
と
し
て
否
定
す
る
根
拠
は
薄
弱
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
口
　
吉
田
氏
は
、
研
究
会
案
の
二
つ
以
上
の
新
会
社
を
設
立
し
て
、
旧
会
社
が
消
滅
す
る
分
割
の
方
法
を
認
め
な
い
。
し
か
し
、
合
併
に
お
い
て
、
吸
収
合
併
と
共
に
新
設
合
併
が
認
め
ら
れ
て
い
る
以
上
、
分
割
に
お
い
て
も
、
存
続
分
割
と
共
に
解
散
（
消
滅
）
分
割
を
認
め
て
も
均
衡
上
差
支
え
な
い
と
思
う
。
実
際
に
は
、
新
設
合
併
の
事
例
が
少
な
い
と
同
様
に
、
解
散
分
割
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
制
度
上
は
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。
　
日
　
分
割
の
場
合
に
、
研
究
会
案
は
、
常
に
、
旧
会
社
の
株
主
に
対
し
て
新
会
社
の
株
式
を
割
当
て
る
も
の
と
す
る
の
に
対
し
、
吉
田
案
は
、
そ
れ
を
、
旧
会
社
の
株
主
に
割
当
て
る
か
ど
う
か
は
、
計
画
で
自
由
に
定
め
得
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
点
は
、
吉
田
案
の
方
が
ま
さ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
吉
田
案
は
、
旧
会
社
の
株
主
に
割
当
て
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
旧
会
社
自
体
に
割
当
て
る
こ
と
と
な
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
更
に
、
弾
力
的
に
老
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
項
を
改
め
に
私
見
を
述
べ
る
。
　
四
　
吉
田
案
は
、
分
割
に
よ
る
新
設
会
社
の
た
め
設
立
委
員
の
選
任
を
要
す
る
と
さ
れ
、
ま
た
、
研
究
会
案
の
分
割
計
画
書
承
認
総
会
が
創
立
総
会
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
規
定
に
反
対
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
関
す
る
私
見
も
後
述
す
る
。
三
　
会
社
分
割
の
意
義
分
割
が
営
業
の
一
部
の
現
物
出
資
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
合
併
は
営
業
の
全
部
の
現
物
出
資
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
会
社
の
サ
イ
ド
か
ら
、
主
観
的
に
こ
の
事
象
を
観
察
す
る
と
き
は
、
分
割
と
合
併
と
は
、
同
一
方
向
の
現
象
　
　
　
会
社
分
割
の
法
制
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
で
あ
る
が
、
客
観
的
に
全
体
を
観
察
す
る
と
き
は
、
分
割
と
合
併
と
は
、
全
く
逆
の
作
用
を
営
ん
で
い
る
。
合
併
の
法
制
が
必
要
で
あ
っ
た
と
同
様
に
、
分
割
の
法
制
も
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
い
っ
た
ん
合
併
し
た
会
社
を
．
何
ら
か
の
理
由
で
元
に
戻
す
必
要
が
生
じ
た
と
き
に
．
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
．
合
併
の
臼
か
ら
六
月
内
で
．
合
併
手
続
に
瑠
疵
が
あ
れ
ば
．
合
併
無
効
の
訴
に
よ
っ
て
．
こ
れ
を
元
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
合
併
無
効
の
判
決
の
確
定
に
よ
っ
て
．
実
質
上
の
会
社
分
割
が
行
わ
れ
る
。
し
か
し
．
合
併
の
日
か
ら
六
月
以
上
経
っ
て
し
ま
う
と
．
現
行
法
上
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
．
分
割
の
規
定
が
あ
れ
ば
好
都
合
で
あ
る
。
　
営
業
の
譲
渡
は
．
一
種
の
取
引
で
あ
っ
て
．
そ
の
対
価
が
会
社
に
入
る
の
に
対
し
．
合
併
や
分
割
は
．
取
引
で
は
な
く
．
会
社
組
織
上
の
間
題
で
あ
る
。
二
つ
以
上
の
会
社
が
合
体
し
て
一
つ
の
会
社
に
な
る
の
が
合
併
で
あ
り
．
逆
に
．
｝
つ
の
会
社
を
二
つ
以
上
の
会
社
に
分
け
る
の
が
分
割
で
あ
る
。
営
業
の
譲
渡
の
方
法
に
よ
っ
て
も
．
企
業
分
割
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
．
法
定
の
会
社
分
割
に
よ
る
利
点
は
．
合
併
の
場
合
と
同
様
に
会
社
財
産
の
包
括
承
継
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
　
ま
た
、
研
究
会
案
の
分
割
合
併
は
、
二
つ
以
上
の
会
社
が
、
分
割
と
合
併
を
同
時
に
行
う
場
合
を
想
定
し
て
お
り
．
妥
当
な
立
法
で
あ
る
。
四
　
株
式
の
割
当
と
減
資
会
社
の
分
割
に
お
い
て
．
一
番
問
題
と
な
る
の
は
．
新
設
会
社
の
株
式
を
ど
の
よ
う
に
割
当
て
．
存
続
会
社
の
資
本
の
減
少
を
ど
う
す
る
か
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
く
前
に
、
分
割
が
合
併
の
逆
の
現
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ま
ず
．
合
併
の
場
合
に
．
合
併
新
株
が
ど
の
よ
う
に
割
当
て
ら
れ
．
資
本
が
ど
の
よ
う
鉦
増
加
す
る
か
を
検
討
彩
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
　
以
下
、
論
述
を
簡
明
に
す
る
た
め
、
会
社
は
す
べ
て
額
面
株
式
の
み
を
発
行
し
、
　
「
資
本
の
額
H
額
面
金
額
x
発
行
済
株
式
総
数
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
合
併
比
率
が
一
対
一
の
対
等
で
、
二
社
の
吸
収
合
併
の
場
合
を
想
定
し
て
論
を
進
め
る
。
　
こ
の
場
合
、
合
併
新
株
の
発
行
と
資
本
増
加
の
関
係
は
、
次
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
臼
D
　
全
株
発
行
・
全
額
塔
資
の
場
合
　
も
っ
と
も
一
般
的
で
、
原
則
的
な
場
合
で
あ
る
。
解
散
会
社
の
全
株
主
に
対
し
、
一
対
一
の
割
合
で
存
続
会
社
の
株
式
を
割
当
て
、
存
続
会
社
の
資
本
の
額
は
、
解
散
会
社
の
資
本
の
額
と
同
額
だ
け
憎
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
図
　
一
部
発
行
。
一
部
増
資
の
場
合
　
存
続
会
社
が
解
散
会
社
の
株
式
を
一
部
所
有
し
て
い
る
場
合
に
、
合
併
に
よ
り
、
こ
の
株
式
に
も
合
併
新
株
を
割
当
て
る
と
、
存
続
会
社
は
自
己
株
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
、
商
法
の
規
定
に
よ
れ
て
、
相
当
の
時
期
に
こ
れ
を
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
（
商
法
一
二
一
条
）
。
そ
こ
で
、
通
常
は
、
こ
の
存
続
会
社
が
所
有
す
る
解
散
会
社
の
株
式
に
対
し
て
は
、
合
併
新
株
の
割
当
を
し
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
場
合
は
、
存
続
会
社
の
合
併
に
よ
っ
て
増
加
す
る
資
本
の
額
も
、
そ
の
分
だ
け
少
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
　
③
　
新
株
不
発
行
・
資
本
金
不
変
の
場
合
　
存
続
会
社
が
解
散
会
社
の
全
株
式
を
所
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
合
併
に
よ
り
、
新
株
式
は
全
然
発
行
せ
ず
、
資
本
の
額
も
増
加
し
な
い
。
こ
の
合
併
に
よ
っ
て
、
存
続
会
社
の
貸
借
対
照
表
は
、
投
資
の
部
の
子
会
社
株
式
欄
に
計
上
さ
れ
て
い
る
解
散
会
社
の
株
式
に
代
っ
て
、
解
散
会
社
の
資
産
と
負
債
お
よ
び
諸
準
備
金
が
計
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
分
割
の
場
合
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
逆
に
老
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
　
　
会
社
分
割
の
法
制
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
①
　
全
部
割
当
・
全
額
減
資
　
合
併
の
ω
の
逆
に
あ
た
る
場
合
で
．
新
設
会
社
の
資
本
の
額
に
相
当
す
る
株
式
を
全
部
存
続
会
社
の
株
主
に
割
当
て
、
存
続
会
社
は
、
こ
れ
と
同
額
の
資
本
の
額
を
減
少
す
る
方
式
で
あ
る
。
た
だ
．
合
併
の
逆
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
存
続
会
社
の
株
主
の
う
ち
．
特
定
の
株
主
の
株
式
を
新
設
会
社
の
株
式
に
振
替
え
る
よ
う
な
定
め
を
す
る
こ
と
は
．
株
主
平
等
の
原
則
か
ら
許
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
．
原
則
的
に
は
．
新
設
会
社
の
株
式
は
．
存
続
会
社
の
株
主
に
そ
の
所
有
す
る
株
式
の
数
に
応
じ
て
割
当
て
ら
れ
．
存
続
会
社
の
資
本
減
少
の
方
法
も
．
一
般
的
に
は
．
株
式
併
合
の
方
法
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
．
特
別
の
方
法
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
．
　
②
　
一
部
割
当
・
一
部
減
資
　
合
併
の
働
の
逆
に
あ
た
る
場
合
で
．
新
設
会
社
の
株
式
の
一
部
を
存
続
会
社
に
割
当
て
．
残
り
を
存
続
会
社
の
株
主
に
割
当
て
る
方
式
で
あ
る
。
存
続
会
社
の
資
本
の
額
は
．
存
続
会
社
の
株
主
に
割
当
て
ら
れ
た
株
式
に
相
当
す
る
分
だ
け
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
．
存
続
会
社
に
割
当
て
る
株
式
と
存
続
会
社
の
株
主
に
割
当
て
る
株
式
の
割
合
は
、
新
設
会
社
の
実
情
に
従
い
、
計
画
で
自
由
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
③
完
全
子
会
社
設
立
　
合
併
の
③
の
逆
に
あ
た
る
場
合
で
．
新
設
会
社
の
株
式
を
全
部
存
続
会
社
に
割
当
て
．
存
続
会
社
の
株
主
に
は
割
当
て
な
い
方
式
で
あ
る
。
従
っ
て
、
存
続
会
社
の
資
本
の
額
は
．
全
然
減
少
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
　
こ
の
よ
う
に
．
会
社
を
分
割
す
る
に
当
っ
て
は
．
そ
の
株
式
の
割
当
と
資
本
減
少
に
関
し
て
、
原
則
的
に
三
つ
の
方
法
が
老
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
場
合
に
は
．
各
会
社
の
実
情
に
よ
り
．
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
方
針
な
り
．
考
え
方
が
異
な
る
の
で
．
何
れ
の
方
式
に
よ
る
か
は
、
計
画
で
自
由
に
定
め
得
る
よ
う
に
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
　
よ
っ
て
、
研
究
会
案
の
二
1
四
又
は
吉
田
案
の
二
口
は
、
次
の
よ
う
に
改
め
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
「
新
設
会
社
が
分
割
に
際
し
て
発
行
す
る
株
式
の
総
数
、
額
面
無
額
面
の
別
、
種
類
及
び
数
並
び
に
会
社
又
は
会
社
の
株
主
に
対
す
る
新
設
会
社
の
株
式
の
割
当
に
関
す
る
事
項
」
五
　
会
社
分
割
の
運
営
　
会
社
を
二
分
す
る
よ
う
な
分
割
で
あ
れ
ば
、
当
然
存
続
会
社
の
資
本
の
額
も
減
少
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
前
記
①
又
は
②
の
方
式
に
よ
っ
て
分
割
が
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
部
門
を
独
立
さ
せ
て
別
会
社
と
す
る
よ
う
な
と
き
で
、
必
ず
し
も
存
続
会
社
の
資
本
の
額
を
減
少
さ
せ
な
く
て
も
よ
い
場
合
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
③
の
方
式
に
よ
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
問
題
は
な
い
が
、
存
続
会
社
の
株
主
に
も
株
式
を
割
当
て
た
い
と
き
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
実
質
上
の
株
式
分
割
と
し
て
、
新
設
会
社
の
資
本
金
の
一
部
（
存
続
会
社
に
も
株
式
が
割
当
て
ら
れ
る
場
合
）
又
は
全
部
（
全
株
式
が
存
続
会
社
の
株
主
に
割
当
て
ら
れ
る
場
合
）
を
、
存
続
会
社
の
準
備
金
を
減
少
す
る
方
法
に
よ
っ
て
ま
か
な
い
、
そ
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
研
究
会
案
二
2
e
参
照
）
。
す
な
わ
ち
、
準
備
金
を
資
本
に
組
入
れ
て
新
株
を
発
行
す
る
か
わ
り
に
、
準
備
金
を
新
設
会
社
の
資
本
金
に
し
て
新
設
会
社
の
株
式
を
存
続
会
社
の
株
主
に
割
当
て
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
　
次
に
、
会
社
を
分
割
し
て
存
続
会
社
の
株
主
に
新
設
会
社
の
株
式
を
割
当
て
、
存
続
会
社
の
資
本
を
減
少
す
る
場
合
に
お
い
て
、
新
設
会
社
の
株
式
を
存
続
会
社
の
株
主
に
そ
の
所
有
株
式
の
数
に
応
じ
て
割
当
て
る
の
で
は
な
く
、
株
主
の
希
望
に
よ
っ
て
、
新
設
会
社
の
株
　
　
　
会
社
分
割
の
法
制
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
式
を
と
る
か
、
存
続
会
社
の
株
式
を
と
る
か
．
そ
の
選
択
権
を
株
主
に
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
存
続
会
社
の
資
本
の
減
少
は
．
既
発
行
の
株
式
を
消
却
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
．
理
論
上
は
．
新
設
会
社
の
株
式
を
希
望
す
る
株
主
の
所
有
す
る
存
続
会
社
の
株
式
を
任
意
消
却
す
れ
ば
．
そ
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
問
題
は
．
全
株
主
に
平
等
に
そ
の
機
会
を
与
え
．
し
か
も
．
予
定
の
株
式
数
を
確
保
す
る
技
術
上
の
点
に
あ
る
。
　
一
案
と
し
て
．
そ
の
場
合
の
分
割
計
画
書
の
記
載
例
を
書
い
て
み
よ
う
．
　
○
　
新
設
会
社
の
株
式
割
当
に
関
す
る
事
項
　
　
　
新
設
会
社
が
分
割
に
際
し
て
発
行
す
る
株
式
の
総
数
○
○
株
を
次
の
と
お
り
割
当
て
る
．
　
　
ω
　
会
社
に
対
し
て
○
○
株
　
　
鋤
　
新
会
社
の
株
式
割
当
を
希
望
す
る
株
主
に
対
し
て
○
○
株
　
　
　
　
た
だ
し
．
新
設
会
社
の
株
式
割
当
を
希
望
す
る
株
主
は
．
所
定
の
株
式
割
当
申
込
書
に
申
込
株
式
数
と
同
数
の
存
続
会
社
の
株
　
　
　
式
の
株
券
を
添
付
し
て
申
込
む
も
の
と
し
．
申
込
書
の
到
着
順
に
こ
れ
を
受
付
け
．
満
株
に
な
り
次
第
申
込
受
付
を
締
切
る
。
　
　
　
　
な
お
．
新
会
社
が
設
立
し
．
新
設
会
社
の
株
式
の
割
当
を
受
け
た
と
き
は
．
当
該
株
主
の
有
す
る
そ
れ
と
同
数
の
存
続
会
社
の
　
　
　
株
式
は
消
却
き
れ
る
も
の
と
す
る
。
　
○
　
資
本
減
少
の
方
法
　
　
　
新
会
社
の
設
立
と
同
時
に
．
新
設
会
社
の
株
式
の
割
当
を
受
け
た
株
主
の
有
す
る
そ
れ
と
同
数
の
株
式
を
消
却
す
る
。
　
　
　
消
却
す
る
株
式
は
．
額
面
普
通
株
式
○
○
株
で
あ
る
。
六
　
分
割
合
併
の
制
度
　
研
究
会
案
の
分
割
合
併
の
制
度
に
つ
い
て
、
吉
田
氏
は
、
営
業
の
一
部
の
現
物
出
資
で
あ
る
か
ら
現
行
法
で
足
り
、
不
要
で
あ
る
と
き
れ
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
制
度
を
否
定
す
る
絶
対
的
理
由
と
な
ら
な
い
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
大
野
博
士
は
、
こ
の
分
割
合
併
の
制
度
の
う
ち
、
分
割
合
併
に
よ
る
新
会
社
設
立
の
規
定
は
、
分
割
に
よ
る
新
設
会
社
と
他
の
会
社
と
の
新
設
合
併
で
あ
る
か
ら
、
現
行
法
で
足
り
、
不
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
（
大
野
実
雄
薯
「
株
式
会
社
の
分
割
と
分
割
合
併
」
一
〇
九
頁
）
、
こ
の
理
由
か
ら
す
れ
ば
、
分
割
合
併
に
よ
り
会
社
の
一
部
を
分
割
し
て
他
の
会
社
に
吸
収
合
併
さ
せ
る
場
合
も
、
分
割
に
よ
る
新
会
社
を
設
立
し
た
後
、
現
行
法
に
よ
り
吸
収
合
併
す
れ
ば
足
り
る
か
ら
不
要
で
あ
る
と
い
わ
ぎ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
　
研
究
会
案
に
よ
呑
「
分
割
合
併
」
と
は
、
　
「
分
割
と
同
時
に
合
併
を
行
う
場
合
」
あ
る
い
は
「
合
併
を
伴
う
分
割
」
の
意
味
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
会
社
法
の
解
釈
と
し
て
の
分
割
合
併
と
は
異
な
る
。
合
併
に
は
吸
牧
合
併
と
共
に
新
設
合
併
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
分
割
合
併
に
お
い
て
も
、
こ
の
両
者
の
規
定
が
必
要
で
あ
る
。
大
野
博
士
の
説
に
従
っ
て
、
分
割
合
併
に
よ
る
新
会
社
設
立
を
実
行
す
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
ま
ず
分
割
に
よ
り
新
会
社
を
設
立
し
、
新
会
社
設
立
後
、
新
設
会
社
同
士
又
は
新
設
会
社
と
他
会
社
と
が
、
更
に
合
併
契
約
を
締
結
し
た
上
、
新
設
合
併
手
続
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
反
し
、
研
究
会
案
に
よ
れ
ば
、
会
社
分
割
の
手
続
と
新
設
合
併
の
手
続
と
を
一
挙
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
実
益
は
大
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
以
上
要
す
る
に
、
研
究
会
案
を
現
行
法
に
取
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
吸
収
合
併
と
新
設
合
併
に
並
ん
で
、
存
続
分
割
（
吸
収
合
併
の
　
　
　
会
社
分
割
の
法
制
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
逆
）
と
解
散
分
割
（
新
設
合
併
の
逆
）
が
で
き
、
更
に
、
こ
の
分
割
と
合
併
を
同
時
に
行
う
場
合
と
し
て
、
吸
収
分
割
合
併
（
分
割
と
吸
収
合
併
の
組
合
せ
）
と
新
設
分
割
合
併
（
分
割
と
新
設
合
併
の
組
合
せ
）
が
で
き
．
合
併
お
よ
び
分
割
に
関
す
る
規
定
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
次
に
．
分
割
合
併
の
場
合
に
お
け
る
株
式
の
割
当
に
関
し
て
は
．
分
割
の
場
合
に
お
け
る
全
く
同
様
の
問
題
が
生
ず
る
。
分
割
の
場
合
に
つ
い
て
記
述
し
た
の
と
同
一
の
理
由
に
よ
り
．
研
究
会
案
の
規
定
の
心
部
に
つ
い
て
．
次
の
と
お
む
修
正
を
加
え
た
い
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
な
　
三
黛
⇔
を
「
乙
会
社
が
分
割
合
併
に
際
し
て
発
行
す
る
新
株
の
総
数
．
額
面
無
額
面
の
別
．
種
類
及
び
数
並
び
に
甲
会
社
又
は
甲
会
社
の
株
主
に
対
す
る
乙
会
社
の
株
式
の
割
当
に
関
す
る
事
項
」
に
．
三
驚
⇔
を
「
新
設
会
社
が
分
割
合
併
に
際
し
て
発
行
す
る
株
式
の
総
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
ゼ
　
　
な
　
　
ゼ
　
　
や
数
．
額
面
無
額
面
の
別
．
種
類
及
び
数
並
び
に
各
会
社
又
は
各
会
社
の
株
主
に
対
す
る
株
式
の
割
当
に
関
す
る
事
項
」
に
す
る
．
七
　
創
立
総
会
と
設
立
委
員
　
分
割
に
よ
っ
て
新
会
社
を
設
立
す
る
場
合
に
．
研
究
会
案
は
．
分
割
計
画
書
承
認
総
会
は
新
会
社
の
創
立
総
会
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
（
九
i
）
．
吉
田
氏
は
．
こ
れ
に
対
し
．
分
割
計
画
書
承
認
総
会
は
分
割
の
予
定
の
段
階
で
あ
る
か
ら
、
後
日
創
立
総
会
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
．
分
割
に
よ
る
新
会
社
設
立
に
お
い
て
は
．
新
設
会
社
の
株
式
引
受
人
は
．
存
続
会
社
又
は
存
続
会
社
の
株
主
あ
る
い
は
そ
の
両
者
で
あ
っ
て
、
他
に
株
式
引
受
人
と
な
る
も
の
は
な
い
。
従
っ
て
、
存
続
会
社
の
分
割
計
画
書
承
認
の
決
議
が
あ
っ
た
以
上
重
ね
て
創
立
総
会
を
開
く
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
．
発
起
設
立
の
場
合
に
創
立
総
会
が
開
か
れ
な
い
の
と
洞
じ
理
屈
で
あ
る
（
会
社
更
生
法
二
四
九
条
参
照
）
。
た
だ
、
創
立
総
会
を
開
か
な
い
も
の
と
す
る
と
、
新
設
会
社
の
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
を
分
割
計
画
書
に
記
載
す
る
か
又
は
そ
の
選
任
方
法
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
（
会
社
更
生
法
二
二
六
条
一
項
九
号
参
照
）
。
　
従
っ
て
、
研
究
会
案
二
1
の
ひ
9
を
σ
⇒
と
し
、
ひ9
と
し
て
「
新
設
会
社
の
取
締
役
、
代
表
取
締
役
及
び
監
査
役
と
な
る
べ
き
者
又
は
そ
の
選
任
若
し
く
は
選
定
の
方
法
並
び
に
任
期
（
た
だ
し
、
一
年
を
こ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
）
」
を
加
え
る
。
そ
の
結
果
、
三
1
㈹
に
「
二
の
i
㈹
」
と
あ
る
は
「
二
の
ー
σ
ゆ
」
に
修
正
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
次
に
、
吉
田
案
で
は
、
分
割
に
お
い
て
設
立
委
員
の
選
任
を
定
め
て
い
る
が
、
分
割
合
併
に
よ
り
新
会
社
を
設
立
す
る
場
合
は
別
と
し
て
、
単
な
る
分
割
に
お
い
て
は
、
被
分
割
会
社
（
株
主
を
含
む
。
）
以
外
に
新
会
社
設
立
に
関
係
を
有
す
る
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
設
立
委
員
の
選
任
は
必
要
な
い
（
商
法
五
六
条
三
項
参
照
）
。
分
割
に
よ
る
新
会
社
設
立
に
お
い
て
は
、
定
款
の
作
成
そ
の
他
設
立
に
関
す
る
行
為
は
被
分
割
会
社
自
体
が
行
う
こ
と
に
な
る
（
会
社
更
生
法
二
四
七
条
三
項
参
照
）
。
　
以
上
の
点
を
明
確
に
す
る
た
め
、
研
究
会
案
九
i
を
次
の
よ
う
に
改
め
た
ら
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
　
「
分
割
に
よ
っ
て
新
会
社
を
設
立
す
る
場
合
に
は
、
定
款
の
作
成
そ
の
他
設
立
に
関
す
る
行
為
は
会
社
が
行
い
、
創
立
総
会
の
決
議
を
要
し
な
い
。
」
会
社
分
割
の
法
制
に
つ
い
て
一
一
三
